
科学技術

原子力システム研究開発事業の募集分野区分の考え方（案）

（例）
・Na技術とﾅﾉﾃｸの融合
⇒Naの不活性化

・放射線と材料の融合
⇒燃料被覆管の新
材料開発

･狭ｽﾍﾟｰｽとﾛﾎﾞｯﾄ技術
の融合
⇒蒸気発生器の自動
探傷

・再処理とﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ
の融合
⇒生体模倣ｹﾞﾙによる
抽出

基盤研究開発分野

革新技術創出型研究開発
（年間3千～3億、3～5年（原則3年または5年））

若手対象型研究開発
（年間1～3千、3年以内、40歳以下）

◇若手研究者対象

◇技術の発展性が見込める斬新なｱｲﾃﾞｱに基づ

く研究開発

◇新たな概念、革新的技術を創出

◇新たな科学技術領域を拓く

国の評価

技術開発
段階の評価

【評価項目】
・安全性・経済性・環境負荷低減
・資源有効利用性・核拡散抵抗性

【評価結果】
・課題解決型ロードマップ

目 的：革新的原子力システムの
実現に資する研究開発

既評価

枢要技術
開発段階

未評価

（注）平成１７年度は基盤研究開発分野のみ（募集：８月、事業開始：１２月）

平成１８年度は基盤研究開発分野（募集：１月、事業開始：６月）、特別推進分野（募集：６月、事業開始：１１月）

平成１９年度以降は募集：前年度の１０月、事業開始：当年度４月

共通基盤技術もしくは
要素技術開発段階

特別推進分野
（年間1～10億,3～5年程度）

◇国が推進すべきと評価

炉 再処理 燃料製造

Ｎａ冷却炉 Ｈｅガス炉
鉛ﾋﾞｽﾏｽ炉 水冷却炉

先進湿式
超臨界直接抽出型

先進湿式

酸化物電解法
金属電解法

簡素化ﾍﾟﾚｯﾄ

ｹﾞﾙ化振動充てん

酸化物電解対応
振動充てん

金属電解法対応
振動充てん鋳造(金属燃料)

平成18年度前半に最終評価が行われる予定。
最終評価結果を踏まえて見直し（絞込み）を行う。

【参考】平成18年度に国が評価する実用化
戦略研究ﾌｪｰｽﾞⅡでの対象技術分野

・枢要技術課題
の解決（５年後）

・有望な候補の
提示（１０年後）
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